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1. 2023年3月期第1四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 27,761 14.1 1,509 20.8 1,505 13.9 1,147 21.7

2022年3月期第1四半期 24,327 11.8 1,249 32.7 1,322 53.9 943 △25.2

（注）包括利益 2023年3月期第1四半期　　1,449百万円 （17.9％） 2022年3月期第1四半期　　1,228百万円 （△10.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第1四半期 30.12 ―

2022年3月期第1四半期 24.76 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期第1四半期 93,321 42,085 41.1 1,007.23

2022年3月期 85,755 40,889 43.5 978.92

（参考）自己資本 2023年3月期第1四半期 38,364百万円 2022年3月期 37,286百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00

2023年3月期 ―

2023年3月期（予想） 10.00 ― 10.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) ― ― ― ― ― ― ― ― ―

通期 105,000 12.7 4,500 106.0 4,000 84.4 2,500 67.3 65.64

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　当社は年次での業務管理を行っておりますので、第2四半期(累計)の連結業績予想の記載を省略しております。詳細は、添付資料2ページ「1．当四半期決算

に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

　(注)詳細は、添付資料7ページ「2．四半期連結財務諸表及び主な注記(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項(四半期連結財務諸表の作成に特有の
会計処理の適用)」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期1Q 38,089,792 株 2022年3月期 38,089,792 株

② 期末自己株式数 2023年3月期1Q 735 株 2022年3月期 735 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期1Q 38,089,057 株 2022年3月期1Q 38,089,251 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料2ページ「1．当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症対策に関する制約が緩和される

中、経済活動の正常化への動きが見られましたが、世界規模での需要急増の影響を受けて原材料や資源の価格高

騰、サプライチェーンの混乱が発生、それにウクライナ情勢や急激な円安の進行等が加わり、先行き不透明な状況

が続きました。

当社グループが主として属するコンクリートパイル業界は、物流倉庫や工場等の民需が好調に推移したことか

ら、全体の出荷量は前年同四半期比増加となりました。

このような事業環境のもと、当社グループは５か年計画の４年目を迎え、日本国内及びアセアン地域における最

高の技術力と基礎建設能力を有するグループを目指し、引続き体制整備に取り組んでまいりました。国内事業で

は、新工法「Ｓｍａｒｔ－ＭＡＧＮＵＭ工法」の拡販を継続、同工法の施工性能の優位性を核に積極的な提案営業

を展開してまいりました。また、海外事業では、ベトナムの事業子会社のPhan Vu Investment Corporationは、日

本の事業子会社のジャパンパイル㈱との技術連携を推進するとともに、第２四半期以降の収益改善を目指し採算を

重視した受注活動に注力してまいりました。ミャンマーでは、全体の経済活動の停滞が続き、事業子会社のVJP 

Co., Ltd.は事業活動がほぼ停止した状況が続きました。

売上高に関しましては、国内事業において新工法を中心に大型工事が順調に進捗したことにより、全体として増

収になりました。その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は277億61百万円（前年同四半期比14.1％増）と

なりました。利益面では、海外事業で、新型コロナウイルス感染症等の影響により減益となったものの、国内事業

での新工法の販促による増収効果と施工効率の改善が寄与し、全体として増益になりました。その結果、営業利益

は15億９百万円（同20.8％増）、経常利益は15億５百万円（同13.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

11億47百万円（同21.7％増）となりました。

なお、セグメント別の経営成績は以下の通りです。

国内事業　売上高 248億14百万円（前年同四半期比13.9％増）　営業利益 15億56百万円（同29.0％増）

海外事業　売上高  29億62百万円（前年同四半期比16.0％増）　営業損失 　　43百万円（前年同四半期は

営業利益45百万円）

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ75億65百万円増加し、933億21百万円

となりました。主な要因は、現金及び預金が30億40百万円減少しましたが、受取手形、売掛金及び契約資産が78億

24百万円、棚卸資産が17億11百万円それぞれ増加したことなどによるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ63億69百万円増加し、512億35百万円となりました。主な要因は、支払手

形及び買掛金が35億14百万円、ファクタリング未払金が22億27百万円それぞれ増加したことなどによるものであり

ます。

　純資産については、親会社株主に帰属する四半期純利益計上による増加11億47百万円、剰余金の配当による減少

３億80百万円、為替換算調整勘定の増加３億94百万円、非支配株主持分の増加１億18百万円などの結果、前連結会

計年度末に比べ11億96百万円増加し420億85百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2022年５月10日の「2022年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結業

績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,757 11,717

受取手形、売掛金及び契約資産 32,980 40,804

未成工事支出金 2,296 2,669

商品及び製品 5,479 6,561

原材料及び貯蔵品 2,239 2,496

その他 620 1,105

貸倒引当金 △915 △1,178

流動資産合計 57,457 64,176

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,835 7,862

その他（純額） 15,715 16,567

有形固定資産合計 23,551 24,429

無形固定資産

のれん 131 129

その他 461 478

無形固定資産合計 593 608

投資その他の資産

その他 4,252 4,205

貸倒引当金 △98 △98

投資その他の資産合計 4,153 4,106

固定資産合計 28,298 29,145

資産合計 85,755 93,321

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,223 18,738

ファクタリング未払金 11,494 13,722

短期借入金 7,247 8,000

１年内返済予定の長期借入金 1,246 1,143

未払法人税等 243 414

契約負債 1,040 1,266

賞与引当金 416 259

完成工事補償引当金 126 133

工事損失引当金 111 139

その他 2,503 2,503

流動負債合計 39,654 46,322

固定負債

長期借入金 2,587 2,346

役員退職慰労引当金 214 198

退職給付に係る負債 830 835

その他 1,579 1,532

固定負債合計 5,212 4,913

負債合計 44,866 51,235

純資産の部

株主資本

資本金 6,621 6,621

資本剰余金 8,706 8,706

利益剰余金 21,109 21,876

自己株式 △0 △0

株主資本合計 36,437 37,203

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 766 684

為替換算調整勘定 73 468

退職給付に係る調整累計額 8 8

その他の包括利益累計額合計 849 1,161

非支配株主持分 3,603 3,721

純資産合計 40,889 42,085

負債純資産合計 85,755 93,321
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年６月30日)

売上高 24,327 27,761

売上原価 20,779 23,671

売上総利益 3,548 4,089

販売費及び一般管理費 2,299 2,580

営業利益 1,249 1,509

営業外収益

受取利息 2 3

受取配当金 33 53

保険解約返戻金 58 －

その他 83 54

営業外収益合計 178 111

営業外費用

支払利息 89 99

その他 15 15

営業外費用合計 104 115

経常利益 1,322 1,505

特別利益

固定資産売却益 － 0

特別利益合計 － 0

特別損失

固定資産除却損 3 0

特別損失合計 3 0

税金等調整前四半期純利益 1,319 1,505

法人税等 382 424

四半期純利益 937 1,081

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △5 △66

親会社株主に帰属する四半期純利益 943 1,147

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年６月30日)

四半期純利益 937 1,081

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △143 △82

為替換算調整勘定 433 450

退職給付に係る調整額 0 △0

その他の包括利益合計 291 367

四半期包括利益 1,228 1,449

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,080 1,459

非支配株主に係る四半期包括利益 148 △10

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
国内事業 海外事業 計

売上高

外部顧客への売上高 21,773 2,554 24,327 － 24,327

セグメント間の

内部売上高又は振替高
18 － 18 △18 －

計 21,792 2,554 24,346 △18 24,327

セグメント利益 1,206 45 1,251 △2 1,249

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
国内事業 海外事業 計

売上高

外部顧客への売上高 24,799 2,962 27,761 － 27,761

セグメント間の

内部売上高又は振替高
15 － 15 △15 －

計 24,814 2,962 27,777 △15 27,761

セグメント利益 1,556 △43 1,512 △3 1,509

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去、のれんの償却額などが含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去、のれんの償却額などが含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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